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令和５年度 専門部会の活動実績 

 

部会名：相談支援部会 

 

１ 課題・検討事項 

・多種多様なニーズ（アンメットニーズを含む）に対応できる地域包括的ケアシステムの構築に

ついての必要性を検討。 

・ニーズと合わせて、福祉サービス利用を希望する障がい者・児が増加していることに伴う、コ

ーディネーターとしての相談支援専門員の人材育成ならびに不足する人材確保について検討。 

 

２ 活動テーマ 

・個別ケースからの地域課題を抽出し、俯瞰した課題解決を考えることができる（相談支援スキ

ルアップ）。 

・「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築（にも包括）」からみた地域包括的支援体制

整備について考える。 

・障害福祉計画策定のための情報収集（ニーズリサーチ）などに努める。 

 

３ 活動の実績   

○第１回会議（４月 20日） 

・今年度事業活動計画の確認と共有 

・各相談支援事業所の現況報告 

・「相談支援に携わる者として今思うこと」について意見交換 

 

○第２回会議（５月 18日） 

・各相談支援事業所の現状報告 

・個別ケースからみる地域課題「ひきこもり支援・医療的ケア児等支援について」 

・にも包括ケアシステム構築にあたっての進め方について意見交換 

 

○第３回会議（６月 15日） 

・各相談支援事業所の現状報告 

・個別ケースからみる地域課題「自閉症スペクトラムケースの親亡き後支援について」 

・障がい福祉計画策定に係る進捗状況の共有 

 

○第４回会議（７月 20日） 

・各相談支援事業所の現状報告 

・個別ケースからみる地域課題「発達障害（普通高校３年生）の進路への相談支援事業所の

かかわり方について」 

・障がい福祉計画策定に係る進捗状況の共有 

・にも包括ケアシステム構築にあたっての進め方について意見交換 

 

○第５回会議（８月 17日） 

・各相談支援事業所の現状報告 

・個別ケースからみる地域課題「生活困窮者の親亡き後支援について」 

・障がい福祉計画策定に係る進捗状況の共有 
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・にも包括ケアシステム構築にあたっての進め方について意見交換 

 

○第６回会議（10月 19日） 

・各相談支援事業所の現状報告 

・個別ケースからみる地域課題「統合失調症・発達障害ケースの障害受容と地域移行につい

て」 

・障がい福祉計画策定に係る進捗状況の共有 

・にも包括ケアシステム構築にあたっての進め方について意見交換 

 

○第７回会議（11月 16日） 

・各相談支援事業所の現状報告 

・令和５年度「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築研修会（市町村編）」聴講 

 

○第８回会議（12月 21日） 

・各相談支援事業所の現状報告 

・個別ケースからみる地域課題「知的障害者の健康課題に対する家族の理解とその対応」 

 

○第９回会議（令和６年１月 18日） 

・各相談支援事業所の現状報告 

・個別ケースからみる地域課題「緊急時の定義について～能登半島沖地震を通じて～」 

 

○第 10回会議（令和６年２月 15日） 

・各相談支援事業所の現状報告 

・個別ケースからみる地域課題「知的障害者の生活アセスメントと親亡き後の準備」 

 

○第 11回会議（令和６年３月 15日） 

・各相談支援事業所の現状報告 

・次年度の相談支援体制について 

 

○「（仮）にも包括を考える会」ワーキング（６月 20日） 

参加者 基幹：中村 黒川病院：脇川・高橋 

・にも包括ケアシステム構築に当たっての進め方について意見交換 

・「合同情報共有会議」を復活させ、にも包括を検討する場として活用する方向を共有 

 

○「（仮）にも包括を考える会」ワーキング（７月４日） 

参加者 基幹：中村 黒川病院：脇川・高橋 

・にも包括ケアシステム構築に当たっての進め方について意見交換 

・その目的、内容、参集機関の選定 

 

○「（仮）にも包括を考える会」ワーキング（９月５日） 

参加者 基幹：中村 黒川病院：花田・脇川・高橋 

・にも包括ケアシステム構築に当たっての進め方について意見交換 

・「顔の見える関係づくり」の仕掛け方について 

・最終目標は「顔の見える地域づくり」「人材育成」にあることを共有 
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〇「（仮）にも包括を考える会」ワーキング（10月６日） 

 参加者 基幹：中村 黒川病院：脇川・高橋 

・「合同情報共有会議」の再建から、にも包括の協議の場としてあてはめてみることを共有 

・会議の方向性として、個別ケースの事例を通じながら、にも包括の概念を組み込んでいく 

・会議の参集機関・メンバーの選定 

 

○「（仮）にも包括を考える会」ワーキング（11月７日） 

   参加者 基幹：中村 黒川病院：花田・脇川・高橋 

 ・合同情報共有会議の方向性の最終確認 

 ・会議の参集機関・メンバーの最終選定、さらには会議を企画運営するコア機関・メンバー

の選定 

 

〇「（仮）にも包括を考える会」ワーキング（12月５日） 

参加者 基幹：中村 黒川病院：脇川・高橋 

  ・第１回合同情報共有会議の開催日程（令和６年３月１日）の確定 

 ・コアメンバーで選定した架空事例で、インシデントプロセス法を用いて事例を検討する 

 ・会議開催の案内文書の作成 

 

〇「（仮）にも包括を考える会」ワーキング（令和６年１月 10日） 

参加者 基幹：中村 黒川病院：脇川・高橋 

 ・会議当日の流れなどについての確認 

 

〇「第１回合同情報共有会議」開催（令和６年３月１日） 

  参加者 地域包括支援センター９名 相談支援事業所３名 行政６名 黒川病院１１名 

      看護実習生２名  （計３１名） 

 ・あいさつ：黒川病院地域生活支援課 花田課長 

 ・にも包括概要説明：新発田地域振興局地域保健課 細野課長代理 

・ケース検討、意見交換 

 ・今後の会議の在り方について意見交換 
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令和６年度 専門部会の活動計画 

 

部会名：相談支援部会 

 

１ 課題・検討事項   

・多種多様なニーズ（アンメットニーズを含む）に対応できる地域包括的ケアシステムの構築に

ついての必要性を検討（その協議の場として「合同情報共有会議」を活用する） 

・ニーズと合わせて福祉サービス利用を希望する障がい者・児が増加していることに伴う、コー

ディネーターとしての相談支援専門員の人材育成ならびに不足する人材確保についての検討 

 

２ 活動テーマ   

・個別ケースからの地域課題を抽出し、俯瞰した課題解決を考えることができる（相談支援スキ

ルアップ）。 

・「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築（にも包括）」からみた地域包括的支援体制

整備について考える。 

・胎内市障がい者（児）福祉計画の達成状況などの進捗について検証する 

 

３ 活動計画  

○部会会議：月１回開催 

○合同情報共有会議：年２～３回開催 その運営企画会議：適宜開催 
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令和５年度 専門部会の活動実績 

 

部会名：就労支援部会 

 

１ 課題・検討事項 

・胎内市の雇用課題について（村上市・新発田市より就職先が少ない） 

・移動支援について（のれんす号とタクシー券だけでは移動が困難） 

・胎内市企業への雇用アンケートの実施（送迎、在宅雇用についても調べてみる） 

 

２ 活動テーマ 

・胎内市の就労支援事業所のガイドブックを作成する 

・胎内市の就職課題について 

・移動支援について 

 

３ 活動の実績   

○第１回会議（10月 16日） 

・各事業所の現状共有 

・今後の課題、取り組みについての確認 

・胎内市版の就労支援事業所ガイドブックの作成工程の確認 

 

○第２回会議（12月 11日） 

・胎内市版の就労支援事業所ガイドブックの内容確認 

 

○第３回会議（令和６年２月５日） 

・胎内市版の就労支援事業所ガイドブックの最終校正 
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令和６年度 専門部会の活動計画 

 

部会名：就労支援部会 

 

１ 課題・検討事項   

・胎内市の企業への障がい者の雇用の理解促進、アピール方法について 

・地域と障がいのある人たちが交流できる仕組みづくりについて 

 

 

２ 活動テーマ   

・胎内市の就労支援事業所のガイドブックの更新（事業所情報周知のため） 

・胎内市の就職課題について（雇用促進のため） 

・各事業所の事例検討（支援力強化のため） 

 

３ 活動計画   

○会議 年２回（５月、11月に開催） その他臨時開催の可能性あり 
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令和５年度 専門部会の活動実績 

 

部会名：こども部会 

 

１ 課題・検討事項 

・市内の医療的ケア児の環境整備に向けた、コアメンバーの見直し 

・ペアトレを新たな取り組みとして検討していく 

 

２ 活動テーマ 

・令和６年度ペアレントトレーニング（ペアトレ）の実施に向けた準備 

・医療的ケア児に関する支援 

 

３ 活動の実績   

○第１回会議（10月 11日） 

・胎内市のペアトレ実施に向けての検討（他市の動向、委託先との打合せ内容の確認等） 

・医療的ケア児（令和２年度出生児）の状況を把握、環境整備に向けての情報共有 

 

○第２回会議（11月 27日） 

・ペアトレ実施に向けて作業工程の確認 

  

○第３回会議（令和６年３月１日） 

・令和６年度ペアトレ開催に向けて周知や内容確認 

 

○その他（10月 20日） 

会 場 こども発達支援所はる（村上市） 

参加者 はる：桜井・一ノ瀬 健康づくり課子育て応援係：諸橋 同課発達相談係：斎藤 

    福祉介護課：錦織 胎内市社会福祉協議会：今井 

・ペアトレについて委託予定先と協議 

・実施に向け日程や運営など詳細の確認 
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令和６年度 専門部会の活動計画 

 

部会名：こども部会 

 

１ 課題・検討事項   

・発達障害児への親子支援 

・医療的ケア児の市内環境の整備 

 

 

２ 活動テーマ   

・令和６年度親子の絆づくり事業（ペアレントトレーニング）の実施 

・医療的ケア児に関する支援 

 

 

３ 活動の実績   

○会議 年２回（７月、11月に開催） 

・医療的ケア児の環境整備に向けて現状の確認 

・現在の課題、社会資源についての認識の共有 

 

 

 

 


